第６章　林業
概況
　本府森林地帯の大部分は、隣接府県境沿いの周辺部（西は兵庫県、北は京都府、東は奈良県、南は和歌山県に接する地帯）に存在し、その森林地帯の大部分は温帯林に属しており、大別して北摂、生駒、金剛、葛城、和泉の５地域に分けることができる。
　これら森林地帯には「あかまつ」の天然林が各所にみられ、又、落葉広葉樹林も全域にみられるが、特に北摂地域に多く分布している。
　又、人工林についてみると「くろまつ」が葛城、和泉地域に多くみられ、北摂、金剛、葛城地域の一部には「すぎ」、「ひのき」の人工林が多く分布している。これらのうち金剛、葛城地域の「すぎ」、「ひのき」の森林は、奈良県吉野地方の林業に比肩するほど集約的な林業が営まれている。
　府下の林業は資源的に乏しいために、大消費都市を控えながらその需要を満たすにはあまりにも少なく、したがって他府県からの移入や外国からの輸入により補っている。
林野面積
　府下の林野面積は、民有林野面積が５万6,870ヘクタール、国有林野面積が1,063ヘクタール、官行造林面積が224ヘクタールとなっており、大阪府総面積18万6,227ヘクタールに占める割合はそれぞれ30.5パーセント、0.6パーセント、0.1パーセントであり、大阪府の林野の大部分は民有林野で占められている。
　民有林野面積についてみると、本年は５万6,870ヘクタールで、前年と比べて16ヘクタール減少している。民有林野面積を市町村別にみると、能勢町が最も広く7,818ヘクタールとなっている。次いで河内長野市の7,373ヘクタール、高槻市の4,542ヘクタール、岬町の3,567ヘクタール、和泉市の3,094ヘクタール、千早赤阪村の2,927ヘクタール、茨木市の2,829ヘクタール、豊能町の2,355ヘクタール，箕面市の2,278ヘクタールの順となっている。
林野蓄積
府下における国有林野蓄積量は９万1千立方メートル、民有林野蓄積量は390万５千立方メートルとなっている。
　民有林野蓄積量を市町村別にみると、樹林については河内長野市が73万８千立方メートルで最も多く、次いで千早赤阪村の37万４千立方メートル、和泉市の34万３千立方メートル、高槻市の29万９千立方メートル、能勢町の27万立方メートルの順、竹林については、高槻市の13万８千束、岸和田市の11万９千束、島本町の９万３千束、和泉市・枚方市の８万８千束の順となっている。
造林面積・その他
府下の民有林野で昭和53年中に造林された面積は、188.17ヘクタールで、全民有林野面積の0.3パーセントに当たる。これを前年の造林面積に比べると19.56ヘクタール（11.6パーセント）増加している。
　これを樹種別にみると「ひのき」が最も多く、170.07ヘクタールで全体の90.4パーセントを占め、次いで「すぎ」の17.98ヘクタール（同9.6パーセント）となっている。
　同年中の苗木の生産量は107万４千本で、その内訳をみると「ひのき」が最も多く、87万８千本で、苗木生産量全体の81.8パーセントを占め、次いで「すぎ」の11万６千本（同10.8パーセント）、「くろまつ」５万本（同4.7パーセント）の順となっている。
